
第 1回（平成 26 年度）苫小牧市スポーツ推進審議会 議事録

日 時 平成２６年１１月１０日（月） １８：００～１９：００

場 所 市役所５階 第２応接室

出席委員

岩井委員、大村委員、川村委員、斎野委員、島崎委員、須藤委員、

田中委員、長岡委員、本間委員、前田委員、丸山委員

（敬称略、五十音順）

事 務 局 総合政策部 スポーツ推進室

会議次第

１ 開会

２ 委嘱状の交付

３ 市長挨拶

４ 委員及び職員の自己紹介

５ 会長・副会長の選出

６ 議題

（１）苫小牧市スポーツ推進審議会についいて

（２）苫小牧市の運動・スポーツについて

ア スポーツ都市宣言について

イ 主なスポーツ関連施策について

ウ スポーツ施設の現状について

（３）苫小牧市民の運動・スポーツ活動実態調査の実施について

（４）今後のスケジュールについて

７ その他

８ 閉会



発言者 発 言 内 容

事務局 定刻となりましたので、ただいまから「第１回苫小牧市スポーツ推進審

議会を開催させていただきます。委員の皆様におかれましては、お忙しい

中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。

早速でございますが、最初に岩倉市長より、委員の皆様に委嘱状を交付

いたします。なお、中村委員につきましては、本日ご都合が悪く、欠席と

なってございます。

＝委嘱状交付＝

続きまして、市長よりご挨拶申し上げます。

岩倉市長 本日はご多忙の中、初めての開催となります苫小牧市スポーツ推進審議

会にご出席をいただき、誠にありがとうございます。

平成２３年にスポーツ基本法が制定され、「スポーツは、世界共通の人類

の文化」であることや、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは 、

全ての人々の権利」であることが新しく記されており、全ての人々のスポ

ーツをする権利、楽しむ権利が明確にされました。

また、２０２０年（平成３２年）には、１９６４年以来５６年ぶりとな

る夏季オリンピック大会が、再び東京で開催されることが決定し、これに

向けた様々な動きや整備が始まっており、国内のスポーツを取り巻く環境

は大きく変化してございます。

苫小牧市におきましても、２年後の平成２８年にスポーツ都市宣言の５

０周年を控え、これまで教育委員会にございましたスポーツ課を、市長部

局でございます総合政策部スポーツ推進室という形に組織変更しており、

従来の枠に縛られることなく、まちづくり全般においてスポーツの力を活

用してまいりたいと考えているところです。

先日まで、ブルームボール世界大会が本市で開催されており、日本を含

む６カ国からたくさんの方が本市に滞在してございました。試合はもちろ

んのこと、開閉会式を含め、各国選手・スタッフの熱気や大きな盛り上が

りを自ら体験し、スポーツが持っているパワーや可能性をあらためて感じ

ているところでございます。

皆さまには、任期の間、様々な視点からたくさんのご意見をいただき、

スポーツ推進計画の策定をはじめ、本市の運動・スポーツ施策全般につい

て調査・審議していただくことになります。ぜひ、皆さまの経験や知識、

熱い想いを発揮していただき、スポーツを通じた健康で活気あるまちづく

りにご尽力いただくことをお願いして、ご挨拶とさせていただきます。



事務局 ありがとうございます。

なお、市長は公務のため、ここで退席します。

お手元に苫小牧市スポーツ推進審議会条例をお配りしております。

条例第４条第２項において、会議は委員の半数以上が出席しなければ開く事

ができないことが規定されております。

本日は、委員１２人中１１人と、過半数以上の委員が出席されておりますの

で、会議が成立していることをご報告いたします。

では、続きまして条例第３条の規定に基づき本審議会の会長と副会長を選出

したいと思います。

委員の互選による選出となってございますが、初回でございますので、事務局

からの提案とさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

＝異議なしの声＝

では、事務局案として、会長を苫小牧駒澤大学よりご推薦の丸山委員。また 、

副会長を苫小牧アイスホッケー連盟よりご推薦の本間委員にお願いしたいと

考えてございますが、いかがでしょうか。

＝異議なしの声＝

それでは、丸山委員、本間委員、ご了承いただけますでしょうか。

＝了承＝

ありがとうございます。

続いて、議題に入らせていただきますが、審議会条例の第４条第３項に従

いまして、丸山会長に議長をお願いいたします。

丸山会長 早速ですが、次第６の議題に入ります。

（１）「苫小牧市スポーツ推進審議会について」を事務局から説明をお願いい

たします。

事務局 説明につきましては、あまり時間もございませんので資料を参照しながら、

各項目に関するポイントのみを説明させていただきますので、ご了承くださ

い。

では、資料１をご覧ください。

今年９月の議会で制定されたこの審議会の設置条例でございます。

第１条に記載のとおり、この審議会はスポーツ基本法の規定に基づき設置され

ております。

第 2条で、審議会委員は１２人以内で組織することとなっており、スポーツに

関する学識経験者、スポーツ関連事業に従事する者、その他市長が適当と認め

る者のうちから市長が委嘱することになっております。

また、委員の任期は２年間となっており、皆様につきましては、１１月１日か

ら平成２８年１０月３１日までの２年間が任期となってございます。



また、先ほど報告しましたが、第４条におきまして、審議会の会議は委員の半

数以上が出席しなければ開くことができない旨記載されております。

次に資料２をご覧ください。

先ほどこの審議会がスポーツ基本法の規定に基づいていると申しましたが、

資料２はスポーツ基本法の全文になります。

１ページ目の前文５行目に「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むこと

は、全ての人々の権利」であると明記しています。

また、３ページの第４条、点線で囲っている部分には、地方公共団体の責務と

して、「自主的かつ主体的に、その地域の特性に応じた施策を策定し、実施す

る責務を有する」と記載されております。

また、４ページの第１０条では、地方スポーツ推進計画として、地方公共団体

は「スポーツ基本計画を参酌して、その地方の実情に即したスポーツの推進に

関する計画を定めるよう努めるものとする」との記載があります。

この審議会の当面の重要な議題としましては、先ずはこのスポーツ推進計画の

苫小牧版を策定することになりますので、よろしくお願いいたします。

８ページの第３１条には、先ほど申しましたこの審議会の設置に関する記載が

ございます。

また、その下の３２条には、スポーツ推進委員に関する項目がございます。ス

ポーツ推進委員さんは、市のスポーツ事業や地域のスポーツ行事などで、事業

の実施や指導などを行っていただいており、市のスポーツ事業と密接に関わっ

ている皆さんです。苫小牧市にも５０名ほどの推進委員さんがいらっしゃいま

すが、この推進審議会と混同される場合もありますので、ご注意いただきたい

と思います。

次に、資料３をご覧ください。

スポーツ基本計画の概要版でございます。

先ほどの基本法の中で、地方スポーツ推進計画は「スポーツ基本計画を参酌し

て定める」ものとございますことから、添付いたしましたので、ご一読いただ

きたいと思います。

丸山会長 質問が無い様ですので、次に進みます。

（２）「苫小牧市の運動・スポーツについて」事務局より、ア・イ・ウの項目

一括して説明をお願いします。

事務局 先ず、アのスポーツ都市宣言について、資料４をご覧ください。

スポーツ都市宣言は、昭和４１年（１９６６年）１０月に苫小牧体育協会と商

工会議所の連名で、スポーツ都市の宣言をすることの「陳情書」が提出された

のを受けて、１１月８日の臨時市議会で議決、１１月１２日に東小学校のグラ

ンドで宣言式を行い、全国に先駆けて宣言したもので、本市のスポーツ推進や



スポーツを通したまちづくりを行ってまいるうえの、より所となるものござい

ます。

次に、イの主なスポーツ関連施策について、資料５をご覧ください。

平成２５年度をベースに行事や教室関係、補助事業関係、実行委員会に関わっ

ているもの区分で、施策及び事業について一覧としたものでございます。

＝＝主なものについて説明＝＝

この他、表には記載しておりませんが、市で直接行っているスポーツ関連の事

業としては、施設の指定管理費や施設修繕費などがございます。

また、体育協会や各施設の指定管理者の事業として、様々な運動・スポーツ教

室や指導者の講習会などを開催しております。

次に、ウのスポーツ施設の現状についてですが、資料６をご覧ください。

これは、今年の３月に作られた公共施設白書から、スポーツ施設を抜粋したも

ので、各施設の現状について、体育館施設、スケート施設、屋内競技施設、屋

外競技施設に分けて記載されております。

丸山会長 質問が無い様ですので、次に進みます。

（３）「苫小牧市民の運動・スポーツ活動実態調査の実施について」事務局よ

り説明をお願いします。

事務局 資料７の苫小牧市民の運動・スポーツ活動実態調査の実施スケジュールをご

覧ください。

各質問項目詳細は各委員様で確認して頂きます。市民への配布は 12月上旬を

予定しております。回収、集計につきましては年明けの 1月を予定し、苫小牧

駒澤大学様へ集計、分析を依頼いたします。結果報告につきましては来年 3月

を予定し、第 2回審議会を開催し、結果報告といったスケジュールになります 。

続きまして、苫小牧市民の運動・スポーツ活動実態調査（案）の表紙部分を

ご覧ください。

苫小牧市は昭和 41年に全国に先駆けて「スポーツ都市宣言」を行い、スポ

ーツを通じたまちづくりに取り組んでまいりました。

平成 28年にスポーツ都市宣言 50周年を迎えるにあたり、市民の皆様の運動や

スポーツ活動の実施状況や意向を把握し、本市のこれからのスポーツ推進に係

る計画つくりの参考とすることが調査の目的です。

調査対象者としましては、住民基本台帳から無作為に抽出した 20歳以上の

市民 3,000人としております。回答方法としては、質問内容に当てはまるもの

に○をつけて頂く方法となっております。

今回のアンケートに関しては、推進計画を作成した他市の質問内容や文部科

学省が行っている調査内容等を参考にしております。

苫小牧市独自の質問を入れ、推進計画へ細部まで生かせるような質問項目に



作成しております。

項目は全部で 9個、質問数は問 39まで作成しております。

こちらで全てご説明するには、少々お時間がかかりすぎてしまいますので、各

項目毎にポイントを絞って説明させて頂きます。

＝各項目を説明＝

簡単ではございますが、調査項目の説明とさせて頂きます。

また、調査項目の内容につきまして、この時間だけでご意見をいただくのは

難しいと思います。ご意見のございます方は、お手元の提出様式にご記入いた

だき、期間が短く大変申し訳ございませんが、今週１１月１４日金曜日までに 、

ＦＡＸか郵送、または意見書に記載の電子メールアドレス宛に直接ご意見をお

送りください。いただいたご意見につきましては、内容を確認し、会長との上 、

調査項目としての記載を判断させていただきます。

丸山会長 事務局から説明がありましたとおり、提出いただいたご意見につきまして

は、会長として事務局と協議し、判断することといたします。

続いて、（４）「 今後のスケジュールについて」事務局より説明をお願いします。

事務局 資料８の今後のスケジュールをご覧ください。

＝簡単にスケジュールを説明＝

なお、スポーツ推進審議会については、「スポーツ推進計画（案）」を策

定した後も、スポーツに係る重要な案件や事項を審議する場として運営し

てまいりますのでよろしくお願いいたします。

丸山会長 委員の皆様から、会議全体を通してご質問等あればお願いいたします。

岩井委員 資料４のスポーツ都市宣言については、昭和41年に策定されたもので

少々時間が経っているが、今後もこの内容に沿って議論されていくのか。

または、昨今のスポーツ環境含めてスポーツ都市宣言の不足分を補完しな

がら推進計画を策定していくのかをお聞きしたい。

事務局 スポーツ都市宣言は本市のスポーツ推進の柱としているものなので、こ

の部分を変更する考えはございません。ただ、岩井委員もお話されたとお

り、昨今苫小牧市を取り巻くスポーツ環境は変化しております。

推進計画を策定していく中で、スポーツ都市宣言の不足分を補完できるよ

うなものにしていきたいと思います。

丸山会長 特に無い様でしたら、これで本日の会議を終了させて頂きます。

次回の審議会は、３月を予定しているとのことですのでよろしくお願いい

たします。それでは進行を事務局にお返しいたします。

事務局 丸山会長、ありがとうございました。

これをもちまして「第１回 苫小牧市スポーツ推進審議会」を閉会いたします 。


